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市
は
、住
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
に
関
す
る

情
報
を
提
供
し
、事
前
の
備
え
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
庄
原
市
防
災

マ
ッ
プ
」お
よ
び「
庄
原
市
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
」を
作
成
し
ま
し
た
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、住
ん
で

い
る
地
域
の
危
険
箇
所
や
避
難
路
、避
難
場

所
な
ど
を
事
前
に
把
握
し
、早
め
に
避
難
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
防
災
マ
ッ
プ
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用

し
、家
庭
や
地
域
の
人
た
ち
と
防
災
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

配
布
は
６
月
下
旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
は
？

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、大
雨
・
洪
水
、地

震
、土
砂
災
害
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
避

難
情
報
、災
害
へ
の
備
え
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
マ
ッ
プ

と
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
庄
原
市
防
災
マ
ッ
プ
」
と
は
？

庄
原
市
防
災
マ
ッ
プ
は
、災
害
が
発
生
し

た
と
き
、そ
の
影
響
が
及
ぶ
と
想
定
さ
れ
る

区
域
と
避
難
に
関
す
る
情
報
を
地
図
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
被
害
想
定
区
域
と
し
て「
浸
水
想
定
区

域
」、「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」、「
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
」、「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
」を
示

し
て
い
る
ほ
か
、避
難
所
や
災
害
時
要
援
護

者
施
設
な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
て
表
示
し
て

い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
は
　
　
　
　
　

安
全
を
保
障
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

防
災
マ
ッ
プ
に
示
し
て
い
る
被
害
想

定
区
域
は
、一
定
の
条
件
の
下
で
想
定

し
た
も
の
を
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域

で
な
い
と
こ
ろ
で
も
、災
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。区
域
か
ら
外

れ
て
い
て
も
安
心
せ
ず
、普
段
か
ら
災

害
に
対
す
る
備
え
を
充
実
し
、災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
、被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
、こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
力
を
高
め
よ
う

防災力を高めよう

「
防
災
マ
ッ
プ
」と「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
活
用
を

特
集

特集２ Special feature

２
こ
れ
か
ら
、梅
雨
に
入
っ
て
く
る
と
、大
雨
や
長
雨
が
降
り
、い
つ
自
分
の
地
域
で
災
害
が
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。災
害
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
る
に
は
、い
か
に
防
災
力
を
高
め
て
お

く
か
が
重
要
で
す
。こ
の
機
会
に
防
災
意
識
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

防災マップを活用してみよう
避難する場所、避難経路を確認！

　検討した避難経路を
　　　　実際に歩いて確認してみる

　避難路で注意事項があれば、
　　　　マップにメモしておく

　マップ裏面の記載情報を確認する

　家族の緊急連絡先を記入し、
　　　防災マニュアルと一緒に保管

自分が避難する場所
はどこか、その場所に
行くまでの避難経路
に危険な箇
所はないか
確認し、地
図上で避難
路を検討し
ましょう。

地図だけではわからない情報も
あるので、実際に歩いて確認をし
ておくことが重要です。

このマップの最も
有効な活用法は、自
分で調べた情報を
書き加えることで
す。ちょっとしたこ
とでも、どんどん
メモをしていきま
しょう。

避難情報や防災
情報の収集先、
気象情報に関す
ることなどが示
されています。
確認しておきま
しょう。

緊急時の集合場所や家族の連絡先などを記入し
ておき、いざというときに備えて「防災マニュ
アル」と一緒に分かりやすいところに保管して
おきましょう。

今回は、総領町の平田英吉さんご
家族にご協力いただきました。

「日ごろから防災意識を持ち、防災
ツールをうまく活用し防災力を高
めたいと思います」と平田さん

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係　
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  　広報しょうばら｜２０１３．６月号｜ 10 11｜２０１３．６月号｜広報しょうばら



県道中迫川北線　道路災害関連事業（完成）

篠堂川　砂防激甚災害対策特別緊急事業 ( 事業中 )

災害関連緊急砂防事業 ( 完成 )

大津恵川　河川災害関連事業 ( 完成 )

広島県北部建設事務所庄原支所　☎０８２４‐７２‐２０１５

庄原豪雨災害から３年
被災地区の復旧状況をお知らせします

　

平
成
22
年
７
月
16
日
、庄

原
市
川
北
町
お
よ
び
西
城
町

の
一
部
の
狭
い
範
囲
で
局
地

的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、

死
者
１
人
、重
傷
者
１
人
、全

壊
家
屋
14
戸
、半
壊
14
戸
、一

部
損
壊
10
戸
の
ほ
か
、道
路
、

河
川
、農
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
の

豪
雨
災
害
か
ら
間
も
な
く
３

年
が
経
過
し
ま
す
。

　

こ
の
間
広
島
県
で
は
、被

災
地
区
の
早
期
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
、道
路
や
河
川
と

い
っ
た
土
木
施
設
の
復
旧

や
、土
砂
災
害
を
防
止
す
る

砂
防
え
ん
堤
な
ど
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、県
道
中

迫
川
北
線
の
道
路
災
害
関
連

事
業
や
、大
津
恵
川
の
河
川

災
害
関
連
事
業
な
ど
の
工
事

を
昨
年
度
ま
で
に
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

篠
堂
川
砂
防
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
な
ど
の
事

業
中
の
箇
所
も
、早
期
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。引
き
続

き
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、庄
原
豪
雨
災

害
の
主
な
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

豪雨で崩壊した道路斜面の復旧や、落石防止柵の設置といった
災害対策工事と合わせて、１車線を２車線に拡げる拡幅工事を
行いました。

豪雨時に流れを阻害していた橋の架け替えや撤去、
屈曲部の是正、河川断面の拡幅などを行い、大雨によ
る増水を安全に流せるようにしました。

緊急的な対策として、人家などが直接被害を受けた
箇所に砂防えん堤を整備し、不安定土砂などによる
災害から下流の宅地や道路を保全しました。

篠堂川流域で約10 万㎥の土砂が流れ出る恐れがあ
り、この土砂が下流へ流れ出ることを防止するため
９基の砂防えん堤を整備します。

路線名：一般県道中迫川北線
延　長：5.38 ｋｍ
事業費：約４億３，０００万円
事業期間：平成 22～ 24年度

路 線 名：一級河川江の川水系大津恵川
延 長：1.38 ｋｍ
事 業 費：約３億 2,000 万円
事業期間：平成 22～ 24年度

事業概要：砂防堰堤　６基
事 業 費：約６億 9,000 万円
事業期間：平成 22年度

河 川 名：一級河川江の川水系篠堂川
事 業 概 要：砂防えん堤 9基
　　　　　　渓流保全工 293ｍ
事 業 期 間：平成 23～ 25年度

落石対策工事

屈曲部の是正断面を阻害していた橋の架け替え

砂防えん堤の整備（先大戸川左支川）

工事中の砂防えん堤（支川えん堤）

完成した砂防えん堤（７号えん堤）

砂防えん堤の整備（篠堂谷中右１）

道路の拡幅

防災力を高めよう特集２

  　広報しょうばら｜２０１３．６月号｜ 12 13｜２０１３．６月号｜広報しょうばら


